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図2 低濃度NOMの流出挙動(UV260指標) 

d=1.0-1.19mm の場合を例にして比較すると、540 日

までの累積吸着量が BAC3 と BAC4 はそれぞれ

0.354g、0.453g であるのに対し、GAC3 と GAC4 は

0.315g、0.389g とそれぞれ 12%、15%高くなってい

る。E2 を間歇的に添加した場合における固定層内の

E2 の流出率（累積通水 5338、7506、9779、12851 時

間経過時）を図 3 に示す。カラムの上層では累積時

間が増えるにつれ、流出挙動が右にシフトしている。

これは、河川水を連続通水させたことによって、NOM
が吸着され、活性炭の吸着サイトが減少したことが

考えられる。また、中層から下層でE2の流出率に差

がないのは、中層から下層の活性炭にはE2に対する

吸着サイトが依然残っているためと考えられる。E2
を泥炭地水と混合して流入させた場合における

NOM の累積吸着量と E2 の流出率 (上層 2cm、中層

5cm、下層10cm) の関係を図4に示す。NOMの吸着

履歴により吸着除去性が低下し、流出率が徐々に高

くなると予測されたが、上層を除けば流出率に大き

な変化がみられなかった。このことから E2 と NOM
は吸着サイトが異なると窺われた。E2 を間歇的に添

加した場合における層内のDOC、UV260、E2の流出

率 (12299時間経過時)を図5に示す。固定層内の上層

から下層へ向かって、E2、NOMが順次吸着されてい

くことがわかった。また、上層部において DOC と

UV260 の流出が多くなっているが、それに比べると

E2 の流出は著しく少なくなっている。この傾向から

E2 は NOM 成分に比べて吸着除去されやすいことが

わかった。また、UV260に比べるとDOCの方が流出

率が高く、UV260 で検出される不飽和結合を有した

成分以外のDOC成分の吸着性は比較的弱いことがわ

かった。 
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図3 低濃度NOM試料水にE2を間歇的に添加した場合におけ

るE2の固定層内の分布 (GAC3) 

  

4  まとめ 
 連続通水により、NOMの吸着時間の増加に伴って

流出率が高くなること、GAC カラムより BAC カラ

ムの方が吸着除去性が若干高いことがわかった。E2
の間歇添加実験より、固定層内において上層から下

層へ向かって順次吸着されること、E2 の方が NOM
に比べて吸着性が高いことがわかった。 
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